
 

 

 

 

 

● 令和３年度検診実績等 

・全体実績 

 

・病期別大腸がん発見数（N=251人） 

 

大腸がん検診で「要精密検査」判定となり精密検査を受けて、「大腸がん」と診断された

251 人のうち、179人(71.3%)が「病期０・Ⅰ期」でした。 

大腸がん検診で「要精密検査」判定となったものの精密検査を受けなかった 2,790人に、

大腸がん検診の陽性反応適中度（2.6%※1）を当てはめると、73 人※2に「大腸がん」が見つ

かる可能性があります。 

※1 がん発見数/要精検者数＝（251/9,624 人）×100=2.6% ※2 2,790 人×2.6%÷100≒73人 

 

  ・判定別精検受診者からの発見がん数 

判定区分 要精検者 精検受診者 （％） 発見がん （％） 

いずれかが(＋) 
（1日分） 

7,570 5,425 71.7 104 1.9 

どちらも(＋) 
（2日分） 2,054 1,409 68.6 147 10.4 

 

 大腸がん検診で「どちらも(＋)」となり、精密検査を受けた 1,409人のうち 147人(10.4%)

に「大腸がん」が見つかっています。 

 

 

 

受診者 要精検者 精検受診者 発見がん 陽性反応適中度 

件数 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） （％） 

145,842 9,624 6.6 6,834 71.0 251 0.17 2.6 

０期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明 

112人 44.6% 67 人 26.7% 23 人 9.2% 39 人 15.5% 5 人 2.0% 5 人 2.0% 

大 腸 が ん 検 診  



 

● 精密検査の重要性 

・大腸がんの発見が遅れるほど生存率が大きく低下します。 

大腸がんはⅠ期で見つかれば 5年相対生存率は 98.8と高値ですが、Ⅳ期では 23.3% 

（Ⅰ期の約 1/4）と、Ⅰ期と比べて大きく低下します。 

 

 

 

 

 

 

※ 全国がんセンター協議会「2011-2013年の 5年相対生存率」 

 

 

・精密検査を受けることで「大腸がん以外の疾患」も数多く発見されています。 

精密検査を受けた方の約 80%に「大腸がん以外の疾患」が見つかりました。 

※精密検査を受けた6,834人の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大腸がん 
大腸がん

疑い 
ポリープ 憩室 痔疾患 
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